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User Manual

Element
Cabsim · Headphone Amp
Elementはキャビネットシミュレーション、アプリによる操作、
Bluetooth経由によるバックトラック再生など総合的な機能を             
備えたデバイスです。２つのヘッドフォンアウトはミュージシャン
同士の交わりを可能にし、XLRアウトプットを介してElementを    
インターフェイスやPAシステムに接続することができます。

他に類を見ない革新的なアプローチで、Elementは現代のミュー
ジシャンのニーズを満たし、インスピレーションを刺激する機能を
提供します。

     Elementの消費電流は250mAです。レギュレートされた9V-12V
     DCアダプター（センターマイナス）をご使用ください。
     環境保全の為電池に使用ができない仕様となっております。

     レギュレートされていない電源を使用したり、電圧の間違った電源を
     使用しますとノイズを発生したり、故障の原因となります。
     間違った使用方法による故障は保証の対象外となります。

免責事項
※ 製品の改良等により、予告なく仕様が変更となることがございます。
     予めご了承ください。
※ 正規輸入品以外は保証・修理の対象外となりますのでご注意ください。

WARNING
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インプットインピーダンス：2 Mohm(odB), 18 kohm(-12dB), 12 kohm(-30dB)
消費電流：250mA
電源電圧：9V-12V (センターマイナス)

Controls

Phones :
ヘッドフォンアウトプットのタッチセンサー式スライドボリュームコントロール。
Blend :
ヘッドフォンアウトに出力されるメインインプット(Instrument/Amp in)と
バックトラック(Bluetooth/Aux in)の音量のバランスを調整する
タッチセンサー式スライドバランスコントロール。

Technical Specifications

寸法
Width：64mm(2.95in)
Height：111mm(4.37in)
Depth：35mm(1,77in)
Weight：230g(0.50lb)
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※注意※
アンプのスピーカーアウトをElementの“AMP  IN”に接続した状態で、

“INSTRUMENT IN”に楽器を接続しないでください。
感電のおそれがあり、接続した機器が故障する原因となります。

Darkglass Suite
Elementの詳細なセッティングやファームウェアのアップデートを行う為に
Darkglass Suiteをwww.darkglass.com/suiteからダウンロードしてください。
Darkglass Suiteから最大５つまでお好みのインパルスレスポンスをElementにロ
ードすることができます。またWAV形式とAIFF形式のオリジナルのインパルスレス
ポンスをElementにロードすることも可能です。
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Elementの接続方法（必ずご確認ください）

・INSTRUMENT IN/SPEAKER OUT
  ラインレベル、楽器レベルのシグナルを入力するバランス/アンバランスインプット。
  アンプのスピーカーアウトからのシグナルをAMP INに入力する際は、
  スピーカーへのパラレルアウトプットとなります。
  （ダミーロードを接続する場合はこちらに接続してください。）
・INSTRUMENT OUT/AMP IN
  INSTRUMENT IN に楽器を入力した際のパラレルアウトプット。
  アンプのスピーカーアウトからのシグナルを入力する際のインプットとなります。
・3.5mm ステレオAUXインプット　
・Bluetooth接続によるバックトラック/クリックの再生
・2つの3.5mmステレオヘッドフォンアウト
・グラウンドリフト付きバランスXLR出力

Power:レギュレートされた9-12V DCアダプター（センターマイナス、2.1mmプラグ）をご使用ください。
USB:PC/MACに接続しインパルスレスポンスの変更や、ファームウェアのアップデートなどを行います。

Bluetoothデバイスをペアリングする際は、中央のIRセレクトタッチセンサーを５秒間
長押しし、LEDが点灯したら離します。デバイス上で“Darkglass Element”を選択し
ペアリングを行ってください。BLENDコントロールを使用し、接続している楽器と
Bluetoothオーディオのヘッドフォンに対する音量のバランスを取ってください。
※BluetoothとAUXインプットに入力したサウンドはXLRアウトとinstrument/speakerアウトからは出力
    されません。

Elementにはフレキシブルなオーディオコネクションオプションが用意されています。

Bluetooth

PC/mac、キーボード、ミキサーなどをこの3.5mmステレオインプットに接続することが
可能です。BLENDコントロールを使用し、接続している楽器とAUX入力のヘッドフォンに
対する音量のバランスを取ってください。
※BluetoothとAUXインプットに入力したサウンドはXLRアウトとinstrument/speakerアウトからは出力
    されません。

Aux Input
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＜ペダルボードとの使用＞
使用する楽器をペダルボードに接続し、シグナルチェーンの一番最後にElementを
接続します。“INSTRUMENT IN”にペダルボードからのシグナルを入力してください。
そして中央にあるタッチセンサーを使用してお好みのインパルスレスポンスを選択
してください。キャビネットシミュレーターを通った後は、そのままXLRアウトプットと
ヘッドフォンアウトプットから出力されます。

＜ヘッドアンプとキャビネットを使用した接続例＞
※注意     Elementにはロードボックスとしての機能はありません。真空管アンプを使用         
                   する際は必ず適したロードボックスもしくはキャビネットを一緒に接続してく
                   ださい。真空管アンプの故障につながります。
Elementは最大900Wのアンプと使用できるようにデザインされています。最も安全
な接続方法としてキャビネットのパラレルアウトからのシグナルを“AMP IN”に入力
してください。そして中央にあるタッチセンサーを使用してお好みのインパルスレス
ポンスを選択してください。キャビネットシミュレーターを通った後は、そのままXLR
アウトプットとヘッドフォンアウトプットから出力されます。

接続例
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使用するヘッドアンプの最大出力が100Wまでであれば、Elementをヘッドアンプ
とスピーカーキャビネットの間に接続することが可能です。アンプのスピーカー
アウトからの出力を“AMP IN”に入力し、Elementの“SPEAKER OUT”からの出力を
スピーカーキャビネットのインプットに入力してください。そして中央にあるタッチ
センサーを使用してお好みのインパルスレスポンスを選択してください。キャビ
ネットシミュレーターを通った後は、そのままXLRアウトプットとヘッドフォンアウト
プットから出力されます。

DarkglassのアンプなどのClassDアンプをElementと使用する場合は、ロードやス
ピーカーキャビネットを使用せず直接接続することができます。アンプのスピー
カーアウトからのシグナルを“AMP IN”に入力してください。そして中央にあるタッ
チセンサーを使用してお好みのインパルスレスポンスを選択してください。キャビ
ネットシミュレーターを通った後は、そのままXLRアウトプットとヘッドフォンアウト
プットから出力されます。
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